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ふるさと会瀬から  青年会と夏まつり   
  会瀬の夏の風物詩として定着した「おおせ夏まつり」が本年で40回を迎えた。  

４０年にわたっての開催を記念した大型の花火（尺玉）や水中花火の豪華絢爛さは  

好評を得た。  

青年会の若者たちの中で、子どもたちが生き生きと活動する夏祭りは、日立市で  

もユニ―クな催しとなっている。４０年にわたる開催に日立市長から、おおせ夏  

まつり実行委員長豊田義幸氏に感謝状がおくられた。感謝状には「地域の歴史と  

文化の継承及び地域のコミュニティの活性化に努められ住みよいまちづくりに  

貢献された功績は大である」とある。 

  第１回の「おおせ夏まつり」は昭和５０年（１９７５年）に開催された。当時の  

青年会会長今橋武久氏は、盆休みでふるさと会瀬に帰ってきた人が楽しめる地域行  

事が何もない状態を憂慮し、憩いと交流の場を作ろうと、青年会で話し合い盆踊り  

を中心とした夏祭りを計画した。青年会が手作りの「やぐら」を現在と同じ場所に  

設置し、8月１４日は「のど自慢大会」と「盆踊り」、 15日は「盆踊り」と 2日にわ 

たって「おおせ夏まつり」が実施された。資金は現在と同額の３００円の景品抽選  

券付きの協賛券を会員が地域内を家庭訪問し協力をお願いした。第３回までは同じ  

日程で実施したが、資金や運営に困難が伴ったので第４回から開催を８月１４日の  

１日とし、盆踊りと１５分のささやかな花火大会とした。子ども会の協力で子ども  

たちが作成した「あんどん」も会場に展示した。これ以後「盆踊り」「花火」「あ  

んどん」の組み合わせが定着した。  

  昭和56年青年会会長、今橋基治氏は夏祭りの開催趣旨を「先人の鎮魂」「住民  

の慰安」「青少年の健全育成」とし、地域全体の結束を基にした「夏まつり」を提  

唱した。その結果、会瀬青年会を中核に会瀬学区コミュニティ推進会・会瀬子ども  

会育成連合会・会瀬スポーツ少年団・会瀬小学校ＰＴＡ・学区内老人会婦人会など  

で「おおせ夏まつり実行委員会」が組織された。  

このようにして地域と一体化した、手づくりの「夏まつり」が平成26年に40回を迎 

えた。子ども宝さがしから始まり、やぐらに特設されたステージで会瀬浜太鼓の演奏、

そしてやぐらの上での盆踊りのお囃子と、歌い手も会瀬浜太鼓の面々。ステージで  

の踊り手は学区内の子ども会のメンバーと、次の世代を担う子どもたちが主役の「  

おおせ夏まつり」であった。  

実行委員長は豊田義幸氏、青年会長は斉藤幸次氏、ステージで終始踊りをリード  

した子ども会育成連合会長の鈴木啓之氏、そして祭りを盛り上げたスタッフの多く  

は同世代でスポーツ少年団の仲間も多い。「おおせ夏まつり」は住みよいまちづく  

りやコミュニティの活性化に大きな役割を果たしているのは間違いない。 

  ２年前にプチトマトに掲載した文章を利用しました。  

                                                                                                                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＰＯＮ友会と子ども会 

グランドゴルフで交流 

8月１８日（月）会瀬小学校校庭で地域の 

グランドゴルフＰＯＮ友会のメンバー１７名 

と子ども会育成会４年生から６年生２６名の 

参加で実施しました。 

夏休みのひと時を地域の人たちとグランド 

ゴルフを通して交流を図りました。 

参加した子どもたちは初めてだったけど 

楽しかったとの感想。 
 

命のリレー ～ 救急車が来るまで～  

応急手当はあなたの家族を守り、隣人を守ります 

      7月２２日（火）会瀬小学校体育館において防災部主催  

普通救命講習会行われました。日立消防署職員による指導で 

会瀬小職員や地域の人たち３１名の参加で実施しました。 

救命処置の手順として心肺蘇生法（ＡＥＤ使用）など 

グループごとに何度も確認しながら学びました。 

 

友好都市山形県山辺町の子どもたちとの交流 

８月９日（土）山辺町の子どもたち４４名が「ひたちと宇宙 

の旅」と題して会瀬青少年の家に宿泊しました。 

恒例になった「おおせ元気っ子クラブ」の子どもたち３０名が 

交流を図りました。 日立発祥のスポーツ「パンポン」のルール 

説明を受けて、それぞれダブルスで対戦しました。決勝戦まで 

仲良くプレーし、大盛り上がりでした。夕食は、茨城県の常陸牛 

と山形県のお米“つや姫”を使った、友好都市コラボカレー 

ライスは美味しく、鍋が空っぽになるほど好評で山形県の特産ラ・フランスのジュースもご馳走にな

り楽しい交流のひとときを過ごしました。 

 

おおせ元気っ子クラブ 郊外樂習    ～東京臨海広域防災公園＆東京都庁見学～ 

8月２１日（木）大型バス 2台（102名）夏休みの恒例活動郊外樂習は防災体験学習施設「そなエリ

ア東京」と東京都庁を見学しました。 

もし大地震が起きたら・・国や自治体がなどの支援体制が十分に整うまでは自力で生き残らなけれ

ばなりません。その目安は 3日間、７２時間といわれています。 

その７２時間をどう生き残るか？都市直下地震の発生から避難までの流れを体験、ＤＳを使って 

防災クイズに挑戦してきました。 また東京都庁の展望台や都議会議事堂を見学してきました。 

 

昼食は公園でおにぎり 2個 


